
養鰻通否試験

担当者増殖謀技師顧 茂

黒石養魚場 ' 甲地武夫

V 山口蔵治

I 目的

寒冷地にむける養鰻の飼育適否試験(早期養成)を行い，将来シラスウナギからの種苗及太養成

を行う養鰻企業化への資料とするため実施した。

E 試験方法

(1) 池の構造

黒石養魚場のヨンクリート他一面 (1 2 2. 5 m2) を使用したが構造内容は下記の通りである。

池の勾配は 1/23，池の深さ，注水口側 97 cm，排水口側 11 7 cm，池底は多色i、質泥を厚

さ6-8仰に敷き込んだ、。

(2) 試験期間

1 9ι5年 6月 17日ょlJ8月 25日きでの 7日日聞にウナギむ成育状況を観察すると共v[，

途中 1回取揚調査を行った。

(31 供試ワナギ

静岡県浜名郡鷲津町よ b 平均体重 ι1~ までに飼 育したもの

(4) 餌料及び給餌

餌科はサンマ，サパ，大女子で，大女子は投餌箆(写真)で，後は目刺とし表皮を柔ぐする

目的で，熱湯代短時間浸して与えた。

(5) 飼育管理

止水式養鰻法であるので，アオコの発生多寡K気を付け，特に夜間十てなける鼻上げに対して注

意した。

池面指梓装置が1.:いため異常を呈したときは適宜注水し?と。摂餌状況及び鰻の動向を知るため

に池水温，透明度(径 5仰の陶器製のノレツポの蓋使用)

7}<色， P， Hについて観測を行っ戸こ。(別表のとむり)

(6) 放養量

1 m2当b約 27 5 ~の放養量であるO

(7) 成績の求め方

増重倍率 w=w， -w 但し
w.) 放養量

w w， :取湯量

餌料係数 F= f f :給餌量wノ w' 

成品生産率
P 

w' P :成品生産量

144 



増重量 (W)=取錫重量(生存魚)+弊死重量+不明魚推定重量一放養重量

重 量
飼育期間 飼育日数 給 餌 量 増重量

放 取 揚委

守4.5ιF τ事
6月 17日

3 2日 .3 3.6 5K9 さんま 3..3 75 K9 
向、， 7月 18日

大会子 91，125 K9 

7月 19日
1 6 6.5 0 5 K9 

3 8日 一 5，3，93.1K9 さば 1 57.1 3K9 一，、. 8月26臼 (408) 
うる断わし ".375 K9 

ι月 17日
33ι5K9 

8月 26日
7日日 5 5.守31K9 2ι1，0口5K9 20唱281K9

~ 

増重倍率 餌料係数 成品生産量 次期繰越量
へい死及ひe不明無敵 1尾当b体重

尾数重量 放養 取 揚

一 ー-K9' -K9 78 6.53 3 ~ 
6 1 ~ 92. も~

(5 O尾分 (9 0尾分)

一 45，1 8 1 8.75K9 ι7 1 1，1 7 8 ~ 92町 6~ 1 32. 1 ~ 

6 0.2% 6目87 45，1 8 1 8.75Kg 1 4 5 1 7，7 1 1 ~ ι1~ 1 32. 1 ~ 

成品生産率 1 34.2% 

盟結呆

放養してから 10日位の聞は摂餌は余D芳しくなかった力、その後餌に恩11れa 大体予定量(放養
絵、夏量の 10 %)を消化するようKなった。摂餌量の最高は 7.5K9で'.投餌時刻は最初薄暮から順

次持出を51上け午前中K摂偏するようにもって行った。
t長斜状態をみると&特に水色ι透明度. p. HK関係があるようで，この期間の午後 5時になけ
る他水温の最高は 29.6'u.最低 19 '0を示したが大体Vてないて 23~24'0前後. p . H 7. 0 ~ 

8日;透明度 40 cm前後のときが摂餌状態は一般に良好のようである。

養成池が狭いため降雨後は池水に水変bが起b注7.KKよる池7.Kの調整を行t.l:わねばt.l:ら左かったが，
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最悪の状態は水色が黒褐色か灰色かに変色し透明度 20cmP・日 9.0以上K在ったときである。摂

餌不良の前日の状態はとれ等の何れかが異常を呈しているO

勿論鼻上げ状態vc*ったζ とと居、われるが，現場の不馴れもあって， ζの.前後K沿いて望書死魚を
出しているo発死魚及び生存魚、の中に催病の魚はなかったが，第死魚の殆んどが腐敗して測定不能

であった。

N 考察

1 )約 2ヶ月の短期野外養成試験であったが，充分飼育可能であることが分ったo

2)本年の種苗は大きすきる嫌いがあ.!?，餌料購入にあたっても工夫を要するo又試験池が狭臨で

あったのと，初めての試みで現場員の不馴れもあョて，単位当.!?o放養量を薄くしたので，今回

の結果をもって経済効果及び経営面の成否Kついて論ずる訳にはいか左いが，総生産量は放養量

の 2.3 5倍強K在るo (大体 5倍と謂われている)

3 )へい死魚は実際lζ確認したもの ι5尾で総数553尾代対し，へい死率は 11. 7 %と低いもの

であったo '" tr:_， 越冬試験は 10月31日取揚げした繰越原料重量 7目 715K:r(127尾)を£
ク月後の 39年一 4月24日調査したととろ，重量Kついて 1O. 4 ";もの減耗率を示したが，へい死

魚は*かった。

男Ij表 1 7号池Vてなける観測表
一一-

~旬----別1 項~目
月月IJ

天 候 気 温 水 温 透明度 P . H 
守 時 15 時 9 時 1 5時 9時 1 5時

(1 7日より) bc， 2 b c， 1 
21. 27 24.0 22.0 24.6 55C叩 8_2 

一」 中旬 C ， 1 c ， 2 ノ¥

b c， 1 bc， 1 

下旬 c ， 3 c ， 2 19.84 21.27 2 O. 77 22.06 30-7日 7.2-9.1 

}j q 4 r2 04 r3 

平均 2日55 22.63 21.38 23.33 

b c， 1 b c， 2 

上旬 C ，ι c ，ι 21.45 24.5 22.9 25.42 38角~8 5 7.2角、-9.7

01 r 1 r ， 1 
七 b c， 1 b c， 2 

中旬 C ， 6 C ， 3 2 1. 8 22.56 22_24 25.26 20-70 7.0-8.5 
01 r1 02 r1 
b c， 4 b C， 5 

下旬 c ， 4 c ， 4 27.0 29.6 24.38 26.79 30向、.7口 7.口-7.2

月 r ， 2 r ， 2 

平均 23.4 1 25.55 23.1 7 25.82 

bc， 3 b c， 1 

上旬 26.83 30.0 24.38 26.85 25向、-45 7.1向--7.2
C ，ι c ， 9 

八 b c， 4 b c， 1 

中旬 c ， 4 C ， 7 23.85 27.5 22_56 24.58 2 &-6 5 7.1 
r ， 2 r ， 1 

(25批可 C ， 4 b c， 1 
c ， 2 23.28 26.5 23.3 25.6 30-70 5.8角--7.1

月 下旬 r ， 1 

平均 :2 1，.6 5 28.0 23.4 1 25.己7
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